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成果の概要／石川光彦 

 

本助成制度を使用し、英国ランカスター大学で開催された LCICD：乳幼児発

達に関するランカスター学会にてポスター発表を行った。学会は 3日間にわた

って開催され、乳幼児の社会的認知機能、言語の発達、生理学的指標の測定な

ど、すべて発達早期での認知機能に関わる細かなセクションに分けられて研究

発表が行われた。以下、今回の学会参加によって得られた主な成果 3点につい

て 1つずつ報告していく。 

 まず 1つ目に、ポスター発表時の意見交換である。今回の学会では、心拍、

視線がどこに向いているのかの注意状態、他者がどのような状態であるかとい

う外部環境の状態といった 3つの主な要素から、乳幼児の社会的行動を予測す

るという試みについて発表した。乳幼児の社会的行動が誘発されるメカニズム

については、注意状態が重要である仮説や、他者のコミュニケーションの意図

が明示されているかが重要であるという仮説など、多くの理論が提唱されてき

た。今回の機械学習を用いた実際の乳幼児の社会的行動の予測は、実用的に乳

児の行動を予測できる点のほかに、どの要因が実際の行動予測に多く寄与して

いるのかといったことも示唆できる。そのため、発表した内容自体は方法論で

あったが、乳幼児の社会的行動の理論的な背景についてもディスカッションで

きるものであった。本学会には、多くの認知発達研究者が集まっていたため、

従来の理論を比較できるような本試みについて評価してもらうことができた。

また、現在の解析の問題点についての指摘もあり、今後改良していくべき点も

明白にすることができたことも非常に有益であった。中には、研究発表を聞き

にきてくれた研究者から連絡先を渡していただき、近くに来ることがあったら

いつでも研究室に訪問していいといわれ、研究内容に興味をもってもらえたこ

とが実感できた。 

2つ目に、自身と同じ研究テーマについて違ったアプローチをしている研究者

の発表を聞くことができ、実際に交流できた点である。今回交流できた研究者

は英国の大学院生で、研究内容をまだ論文として出版していなかった。そのた

め、同じテーマについて取り組んでいるが、学会の場に出向かなければ研究内

容について知ることができなかった。同世代で近い分野について研究をしてい

る大学院生と知り合うことができ、今後も続くであろう同世代の研究者とのつ

ながりができた。 

 最後に、乳幼児を対象とした新しい方法論について学べた点である。本学会

では、瞳孔計測についてのセッションがあり、実際の赤ちゃんが課題に取り組

んでいる際の瞳孔サイズの計測で注意する点や、新しく開発された解析パッケ

ージの使用方法についてなど、自分が今まで使ったことがなかった手法につい



ての詳細な解説が行われた。また、近年の瞳孔サイズ計測を用いた発達認知研

究の動向についても概説され、研究分野を俯瞰することができた。学会前から、

今後、乳幼児の瞳孔サイズの計測を行っていく研究計画を立てていたため、今

後の研究の発展にも重要な情報収集を行うことができた。 

 以上のように、今回の学会に参加することで、①現在の研究内容についての

意見交換、②学会に参加しなければ交流できなかった研究者との出会い、③こ

れからの研究に係る手法についての学習、といった主な成果があった。研究費

の都合上、本財団の援助がなければ学会参加が難しかったため、今回の助成は

研究を進めていくにあたり有益なものであった。今回の学会参加によって、研

究のさらなる発展が期待される。 


